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諸聖徒日特祷   

全能の神よ、あなたは、主に選ばれた人びとを結び合わせ、み子イエス・キリストの体である公会に連ね、

その交わりにあずからせてくださいました。どうかわたしたちに恵みを与え、祝福された聖徒たちにならっ

て常に清く正しく生き、終わりの日に主を愛する者のために備えられた大きな喜びにあずからせてくださ

い。主イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書  シラ書（集会の書） 44:1-10,13-14 

誉れ高き人々をたたえよう、我々の歴代の先祖たちを。主は大いなる栄光を現し、世の初めからその威光

を示された。先祖たちのある者は国々を支配し、武勇によって名を輝かせた。ある者は思慮に富んだ勧め

を与え、預言の言葉を語った。ある者は英断と法規の知識をもって民を導き、知恵ある言葉で人々を教え

た。またある者は楽の音を究め、詩歌を書き記した。またある者は力に恵まれ富を得て、自分の家で安ら

かな時を過ごした。先祖たちは皆、その時代に誉れを受け、生涯にわたって、人々の誇りであった。しか

し、先祖たちの中には、後世に名を残し、輝かしく語り継がれている者のほかに、忘れ去られた者もある。

彼らは、存在しなかったかのように消え去り、あたかも生まれ出なかったかのようである。彼らの子孫も同様

であった。しかし慈悲深い先祖たちの正しい行いは忘れ去られることはなかった。彼らの子孫はとこしえに

続き、その栄光は消え去ることがない。先祖たちのなきがらは安らかに葬られ、その名はいつまでも生き続

ける。 

 

日課詩篇 第 １４９篇  

１ ハレルヤ、新しい歌を主に歌い∥ 忠実な僕たちの集いで神をほめたたえよ 

２ イスラエルはその造り主を喜び∥ シオンの子らはその王を喜べ 

３ 舞を献げてみ名をほめ∥ 鼓と琴に合わせて神をたたえよ 

４ 主はその民を喜び∥ 貧しい人に救いの冠を授けられる 
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５ 栄光を浴びて僕たちは喜び踊り∥ 幕屋で神に仕え、高らかに歌う 

６ 彼らの口には神への賛美∥ 手には鋭い剣がある 

７ 諸国はその報いを受け∥ その民は鎮められ 

８ 諸国の王は鎖によって∥ 諸侯はかせでつながれる 

９ これは定められた審きを果たすため∥ すべて忠実な僕たちの誉れ、ハレルヤ 

 

使徒書 ヨハネの黙示録 7:2-4,9-17 

わたしはまた、もう一人の天使が生ける神の刻印を持って、太陽の出る方角から上って来るのを見た。この

天使は、大地と海とを損なうことを許されている四人の天使に、大声で呼びかけて、こう言った。「我々が、

神の僕たちの額に刻印を押してしまうまでは、大地も海も木も損なってはならない。」わたしは、刻印を押さ

れた人々の数を聞いた。それは十四万四千人で、イスラエルの子らの全部族の中から、刻印を押されて

いた。 

この後、わたしが見ていると、見よ、あらゆる国民、種族、民族、言葉の違う民の中から集まった、だれにも

数えきれないほどの大群衆が、白い衣を身に着け、手になつめやしの枝を持ち、玉座の前と小羊の前に立

って、大声でこう叫んだ。「救いは、玉座に座っておられるわたしたちの神と、小羊とのものである。」また、

天使たちは皆、玉座、長老たち、そして四つの生き物を囲んで立っていたが、玉座の前にひれ伏し、神を

礼拝して、こう言った。「アーメン。賛美、栄光、知恵、感謝、誉れ、力、威力が、世々限りなくわたしたちの

神にありますように、アーメン。」すると、長老の一人がわたしに問いかけた。「この白い衣を着た者たちは、

だれか。また、どこから来たのか。」そこで、わたしが、「わたしの主よ、それはあなたの方がご存じです」と

答えると、長老はまた、わたしに言った。「彼らは大きな苦難を通って来た者で、その衣を小羊の血で洗っ

て白くしたのである。それゆえ、彼らは神の玉座の前にいて、昼も夜もその神殿で神に仕える。玉座に座っ

ておられる方が、この者たちの上に幕屋を張る。彼らは、もはや飢えることも渇くこともなく、太陽も、どのよう

な暑さも、彼らを襲うことはない。玉座の中央におられる小羊が彼らの牧者となり、命の水の泉へ導き、神

が彼らの目から涙をことごとく､ぬぐわれるからである。」 

 

福音書   マタイによる福音書 5:1-12 

イエスはこの群衆を見て、山に登られた。腰を下ろされると、弟子たちが近くに寄って来た。そこで、イエス

は口を開き、教えられた。「心の貧しい人々は、幸いである、天の国はその人たちのものである。悲しむ

人々は、幸いである、その人たちは慰められる。柔和な人々は、幸いである、その人たちは地を受け継

ぐ。義に飢え渇く人々は、幸いである、その人たちは満たされる。憐れみ深い人々は、幸いである、その人

たちは憐れみを受ける。心の清い人々は、幸いである、その人たちは神を見る。平和を実現する人々は、
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幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる。義のために迫害される人々は、幸いである、天の国はその

人たちのものである。わたしのためにののしられ、迫害され、身に覚えのないことであらゆる悪口を浴びせ

られるとき、あなたがたは幸いである。喜びなさい。大いに喜びなさい。天には大きな報いがある。あなた

がたより前の預言者たちも、同じように迫害されたのである。」 

 

代 祷 

○ 司祭按手を受けられた、大和孝明、大和玲子両司祭（中部教区）のため。 

〇 新型コロナウイルス感染症に苦しむ人々のため、またその一日も早い収束のため。 

＜東京教区＞聖アンデレ教会、教区主教とすべての信徒・教役者、教区会・常置委員会のため。 

〇 １１月の信施奉献先 済州（チェジュ）教会・西帰浦（ソギポ）教会の働き のため。 

＜東京聖三一教会＞ 

〇 愛餐会・三一軒・ケーキの会 のため。 

〇 手芸の会 のため。 

〇 病床にある方々 


